
つる市政 Topicsつる市政 Topics

ヴァンフォーレ甲府 都留市サンクスデーが開催されました！

　

４
月
19
日
、
甲
府
市
の
小
瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
山
梨
中
銀
ス
タ
ジ
ア
ム

に
お
い
て
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府

に
よ
る
都
留
市
サ
ン
ク
ス
デ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
小
雨
が
降
っ

て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
来
場
し
、
盛

り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
の
対
戦
相
手

は
、
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス
で
、
こ
ち

ら
か
ら
も
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が
応

援
に
駆
け
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
の
結
果
は
、
見
事
２
―
０

で
勝
利
し
、
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
の

サ
ポ
ー
タ
ー
は
大
盛
り
上
が
り
で

し
た
。

　

ま
た
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
外
に
は
市
の

特
産
品
を
販
売
す
る
ブ
ー
ス
も
出
店

し
、
人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

■（上）市長、教育長から両チームへ
「ペットボトル飲料水　つるの水物語
『熊太郎の大好物』」を贈呈しました。
■（左）都留市の特産品を販売するブー
スも出店！！非常に人気で、完売して
いました！！

都留市「暮らしの便利帳」共同発⾏協定調印式を⾏いました

　

５
月
20
日
、
市
長
公
室
に
お
い

て
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
都

留
市「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」共
同
発
行

協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

都
留
市「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
生
活
の
中
で

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

に
、
市
に
関
す
る
行
政
情
報
、
観
光

情
報
、
地
域
情
報
な
ど
を
一
冊
に
ま

と
め
た
冊
子
で
、
市
制
60
周
年
に
あ

わ
せ
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と

の
官
民
協
働
事
業
に
よ
り
発
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

発
行
時
期
は
、
10
月
ご
ろ
を
予
定

し
、
市
内
全
世
帯
へ
無
料
配
布
す
る

予
定
で
す
。
ま
た
、
転
入
さ
れ
た
方

に
も
市
役
所
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

　

発
行
・
配
布
に
要
す
る
費
用
は
、

す
べ
て
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

に
よ
る
有
料
広
告
収
入
を
充
て
る

た
め
、
市
の
財
政
的
負
担
を
伴
わ

ず
、
地
域
民
間
企
業
な
ど
に
と
っ

て
も
優
良
な
広
告
掲
載
の
場
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

経
費
節
減
及
び
地
域
経
済
の
活
性

化
の
促
進
に
寄
与
す
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

広
告
掲
載
の
お
願
い

　

官
民
協
働
事
業
と
し
て
発
行
す

る
便
利
帳
に
は
、
主
に
市
内
の
事

業
者
の
広
告
を
掲
載
し
、
そ
の
広

告
収
入
を
発
行
な
ど
の
費
用
に
充

当
し
ま
す
。
広
告
を
募
る
た
め
、

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
営
業

担
当
者
が
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
広
告
掲
載
を
希
望
す

る
方
は
、
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

都留市制60 周年記念式典挙⾏ !!

　

市
制
60
周
年
を
記
念
し
て
、
4
月
29
日

（
火
）に
都
の
杜
う
ぐ
い
す
ホ
ー
ル
に
お
い

て
記
念
式
典
を
挙
行
し
、
叙
勲
受
賞
者
の

顕
彰
や
、
市
政
功
労
者
な
ど
へ
の
表
彰
、

そ
し
て
2
月
の
大
雪
に
対
し
て
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た「
市
民
の
皆
さ
ま
」に
対
し
て

の
感
謝
状
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
と
併
せ
て
、
都
留
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
と
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
市
民
が
集
い
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
お
け
る
顕
彰
者
・
受
賞
者

は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す（
順
不
同
・
敬
称

略
）。

顕
彰
者

　

近
藤
明
忠
・
小
倉
康
生
・
小
俣
精
一　

　

長
田
秀
雄
・
矢
﨑
暉
文
・
山
口
秋
文

　

亀
澤
史
憲
・
清
水
明
正
・
奥
秋
幸
治

物
故
顕
彰
者

　

小
澤
徹
也
・
磯
部
正
波

市
政
功
労
者

　

小
林
義
光
・
中
嶋
公
子
・
杉
山　

肇

　

水
岸
富
美
男
・
谷
内
茂
浩
・
小
俣　

健

　

清
水
王
也
・
渡
邉
一
由
・
中
野
訓
和　

　

髙
山
時
政
・
亀
田
孝
夫
・
上
野　

清

　

黒
部
栄
一
・
木
﨑
昌
子
・
金
子
み
な
恵

　

清
水
兄
三
・
上
杉　

実
・
杉
本
光
男

　

谷
垣
喜
一
・
小
林
義
孝
・
小
林
歳
男　

　

小
俣　

武
・
小
俣
義
之
・
藤
江
厚
夫

　

国
田
正
己
・
武
藤
朝
雄

物
故
市
政
功
労
者

　

鈴
木　

登

感
謝
状
贈
呈
者

○
教
育
関
係

　
（
株
）セ
ル
バ

○
福
祉
関
係

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
山
梨
―
芙
蓉

　

禾
生
地
区
ゴ
ル
フ
愛
好
会

　

都
留
仏
教
会

　

都
留
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
ガ
ー
ル
ス

　

カ
ウ
ト
山
梨
県
第
10
団

○
地
域
社
会
振
興
関
係

　

岩
村
茂
樹
・
野
田
義
一
・
畑
中
直
道　

　

赤
尾
孝
雄
・
重
森
邦
夫
・
渡
邉　

純

　

宮
下
一
男
・
津
久
井
康
裕
・
谷
内　

保

　

志
村
司
郎
・
永
井
滿
男
・
安
田
圭
一

　

森
嶋
秀
次
・
阪
本
和
洋
・
前
田　

操　

　

谷
内
章
夫

○
ま
ち
づ
く
り
関
係

　

清
水
明
正
・
武
井
邦
雄

○
公
共
施
設
関
係

　
（
株
）ノ
ジ
マ
都
留
店

　

ク
レ
イ
ン
農
業
協
同
組
合

○
土
地
・
建
物
提
供
関
係

　

小
林
勝
子
・
遠
木
常
久
・
九
鬼
文
子　

　

髙
部
博
志
・
日
向
達
夫
・
髙
山
清
彦

　

安
留
勝
美
・
中
村
貴
美
子
・
関
山
俊
一

　

天
野
松
夫
・
齊
藤
知
治
・
堀
口　

校

　

相
川
晴
夫
・
中
野
忠
代
・
中
村
一
美　

　

杉
田
陽
治
・
長
田
和
夫
・
天
野
朶
一

　

前
田
益
男
・
石
澤
和
子
・
奥
秋
敏
彦　

　

小
林　

靖
・
小
林
妃
美
・
岡
部
十
月

　

荻
巢
淳
一
・
樋
貝
一
孝
・
鈴
木
邦
夫　

　

河
口　

弘
・
小
林
正
人
・
古
屋
明
秀

　

井
上
国
昭
・
佐
藤　

勉
・
中
丸
壽
久　

　

中
丸
福
代
・
山
口
洋
子（
物
故
者
）

○
災
害
関
係

　

市
民
の
皆
さ
ま

■当日開催された、ボランティアまつりと防災フェス
ティバルのようす。
当日は、山梨県防災ヘリの展示もおこなわれました。
会場は大変賑やかで、盛り上がりました。
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